ＵＴＰ-ＬＡＮケーブル加工について

ＵＴＰ-ＬＡＮケーブルを加工される方々に以下に点を厳守いただくよう御願い致します。

ＵＴＰとはアン・シールツイスト・ペァの略で、通常は４対８芯のケーブルです。

ＬＡＮケーブルに流れる信号は、最近は１００ＢＡＳＥ（ひゃくべーす）と言って、広い帯域を持つ信号が流れます。周波数も高く、４０Ｍｈｚから６０Ｍｈｚ程度までとなり、同じケーブルを使っていた、
１０ＢＡＳＥ（てんべーす）とは異なります。見かけは電話線に見えますが、実は高周波で通信をしています。このため、僅かの事で、ＮＥＸＴ（ねくすと：近端漏話）が発生します。

これは、導通試験では全くわからず、特殊なテスターで試験します。

そんなことを言っても、実際に動作している。問題など起きていないと言われる方多いのですが、現実には、経年変化等でＬＡＮが不安定となるトラブルとなって我々専門業者に相談に来られますが、その原因の殆どがケーブルの加工不良です。

遵守事項

1：ＬＡＮケーブルは撚線で構成されていますが、この撚りを極力「戻さない」配線加工をしてください。撚りの戻しは１２ｍｍ以下とされており、直線部分がこれを越えますと、たちまちＮＥＸＴが起こりやすくなります。

実際の試験では、ＨＥＡＤＲＯＯＭが１２ｄｂ以上が必要とされております。

２：ケーブルに適合したプラグを必ずご使用ください。ＣＡＴ５ｅであればプラグはハイパフォーマンスを使用しなければ性能は出ません。従来型の３点圧接プラグではダメです。

3：パンチダウン加工またはこれに類するジャックポートの加工にも撚り戻しは１２ｍｍ以下を

厳守願います。

詳細は以下にお尋ねください。
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